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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文の目的は、看護職のストレスとメンタルヘルスの現状について明らかにし、看護職の対人関係能力である「関
係性のなかでの自立」という概念に焦点を当てて、メンタルヘルス向上に向けた取り組みについて検討することであ
る。本論文は、序章も含め全7章から構成される。序章では、本研究の目的、論文の構成、研究方法等が記述されて
いる。各章の内容は以下の通りである。第1章では、労働者のストレスとメンタルヘルスへの取り組み、看護職に特
有のストレスとメンタルヘルス、感情労働に関する先行研究の検討を行った。また現代社会における対人関係の傾向
を概観し、看護職のメンタルヘルス支援の意義について説明した。第2章では、看護職に特有のストレスとメンタル
ヘルスの現状を明らかにした。その結果、心身ともにストレスの大きい職業であり、メンタルヘルスは、20年前とく
らべ悪化していることが明らかとなった。第3章では、これまでの先行研究で看護職のメンタルヘルスを規定すると
されてきた諸要因に、「関係性のなかでの自立」を加えて検討した。その結果、「関係性のなかでの自立」は他の独立
変数のなかでも一番高い説明力を示していた。第 4 章では、「関係性のなかでの自立」が、看護職にとって避けるこ
とのできない感情労働の、緩衝因子になり得るという仮説を立て、検証した。その結果「関係性のなかでの自立」が
高ければ、感情労働を多く行ってもメンタルヘルスは下がらないことが明らかとなった。第5章では、日本ＩＰＲ研
究会の主催する対人関係トレーニングを取り上げ、「関係性のなかでの自立」を高めるための方法を検討した。さら
に、参加者がトレーニングでどのような体験をしたのか、質的に分析した。その結果、トレーニングでは「そのとき
感じたことをその場で相手に伝えることができた」という体験をきっかけに、「関係性のなかでの自立」が高くなっ
ていた。最後に第6章では、第1章から第5章までで得られた知見をまとめ、本論文の総括とした。第5章でのトレ
ーニング参加者は、葛藤をおそれず人と関わることを続けたことと、丁寧にメンバーを見て感じたことをフィードバ
ックするということによって「関係性のなかでの自立」が高まったと考える。なお、今後は、対象者がトレーニング
を終了し一定期間経ってからの「関係性のなかでの自立」がどう変化したか等、トレーニング後の状況も含めて検討
していく必要がある。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、看護職のメンタルへルスに焦点化し、感情労働、「関係性のなかでの自立」をキーワードにした仮設
実証型の論文である。主要な知見は、以下の 3点である。すなわち、第 1は、グローバル資本主義採用後の我が
国において、とりわけ、看護労働の現場では、メンタルヘルスが悪化していることを明らかにしたことである。第 2は、
一般に感情労働が行われるに比例してメンタルヘルスは悪化することが知られているが、「関係性のなかでの自
立」が緩衝要因として機能することを明らかにしたことである。第 3は、「関係性のなかでの自立」を促進する方法と
して対人関係トレイニングが有効であることを明らかにしたことである。現代社会は、関係性を生きることが困難な
条件が増幅されている。このようななかで、「関係性のなかでの自立」を促進することで、メンタルヘルスを向上させ
る道筋が明らかになったことは、知見として有意義である。加えて、以上の知見は、看護労働に限定されることなく、
広く対人援助職のメンタルへルスの課題にも応用可能な知見であると思料される。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
